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1. コンピューター・ウイルスについて 
 近年、ネットワークの進歩に伴って、メールを媒体にしたコンピューター・ウイルスが非常に増加し
ています[1-3]。最近のコンピューターはOS としてMicrosoft社のWindowsを用いていることが多く、
特に一般のユーザーの場合、メールソフトとして OS付属のソフトである Outlook Express か Office
ソフトの Outlook を使用しています。そのため、これらのメーラーをターゲットにしたウイルスが急増
しています。最近のウイルスは非常に巧妙になっていて、本人が気付かないうちにウイルスに感染
し、感染した PC から更にウイルスを広げます。つまり、被害者が加害者になってしまうのです。また、
このようなウイルスに感染すると、様々な症状を引き起こします。例えば、ある特定の日にハードデ
ィスク上のデータが全て消去されたり、自分のデータをアドレス帖やキャッシュ上にあるメールアドレ
スにデータを送信させたりします。 
 このようなウイルスから守るためには、各自でウイルス対策ソフトを導入し、ウイルス対策を強化し
なければなりません。今までのように、”知り合いからのメールしかこないから、自分のコンピュータ
ーにウイルス・メールを送られてこない”、”ウイルスメールが来ても添付ファイルを開かなければ大
丈夫”等、漠然と大丈夫と考えていては、自分の管理する PC を守ることが難しくなりつつあります。
そこで、ウイルス対策ソフトを導入する必要があるのですが、市販のウイルスソフトと同等の機能持
ったフリーウェアとして AVG 6.0 Free Editionがありますので、ここで紹介いたします。ライセンスが
切れている場合やウイルス対策ソフトを導入していない場合には、選択の一つとして考えても良い
と思います。 
2. AVG 6.0 Free Editionの特徴 
 AVG 6.0 Free Edition に関する詳しい説明に関しては、アンチウイルスベンダーである AVG 
AntiVirus のホームページ[4] でご確認下さい（図１）。図書館情報大学の深澤さんの Web ページ
[5] にもこのウイルス対策ソフトに関する日本語の紹介があります。また、雑誌 SoftwareDesign [6] 
で比較的丁寧な説明が行われています。 
 フリーソフトにも関わらず、かなり高機能なソフトウェアであり、バックグラウンド動作、手動及びスケ
ジューラによる全スキャン機能、ブートセクタ、メモリ、ファイルのウイルススキャン、ヒューリスティック
分析による未知のウイルス、ワーム、トロイの木馬の検知機能、ブートディスク作成機能、自動オン
ラインアップデート機能等が用意されています。パターンファイルの更新を行うことによって、最新
のウイルスにも対応しています。パターンファイルの更新頻度も結構高く、週に 1 回程度は更新さ
れていて、インタネットを利用したアップデート機能もあります。強力なウイルスの場合はその都度
 図 1 AVGホームページ 
更新やアナウンスも行っているようですので、信頼性はかなり高いと思います。Outlook （デフォル
トの設定で対応済み） や Outlook Express （デフォルトでは未対応だが、Outlook Express 5 のみ
設定により対応可能） のメールソフトに関しては、メール受信時や送信時のチェックを自動で行い
ます。その他のメールソフトに関しては未対応です。 
 Nimda.A や BadTrans.B などのウイルスに関しても、早い時期に対応されており、Outlook 2000 
のメール受信でも BadTrans.B ウイルスの発見と駆除を確認しています。海外のソフトウェアである
ために、コマンドやヘルプはすべて英語となっているのが難点ですが、難しい英語は使われていま
せんのでそれほど困ることはないと思います。 
3. AVG 6.0 Free Editionのダウンロードとインストール 
 AVGのインストールもそれほど難しいことはありません。詳しいインストール手順に関しては、私の
ホームページ上で公開していますのでそちらを参照してください[7]。ここでは、ダウンロードとイ
ンストールの大まかな内容について説明します。ダウンロードは、AVG のホームページ上より行う
ことが可能です。ダウンロードするためには、以下のホームページにアクセスします。 
URL= http://www.grisoft.com/html/us_downl.htm 
このページにある「Download AVG Free Edition」ボタンをクリックするとライセンスの同意確認ペー
ジに移動します（図 2）。ライセンス許諾の内容を簡単に記述すると、以下のようになります。正確な
内容に関しては、自分でライセンス許諾条項を良く読んでください。 
! 非サポート 
! １台の PCに対して１ライセンスが必要 
! ネットワークでの使用禁止 
! 複数の PCを所有している場合は１台のみ使用であれば複数の PCへのインストール可。 
  
図 2 License Agreement 図 3 Registration Page 
 ライセンスに同意できるのであれば、「Yes, I agree」ボタンをクリックします。登録データの入力フ
ォームが表れますので、各ボックスに入力を行います（図 3）。赤字の部分は必ず記入する必要が
あります。特に、電子メールのアドレスはインストール時に必要となるシリアル番号が送られますの
で、フォーム上の電子メールアドレス入力を間違えないように注意しましょう。続いて、「Continue」
ボタンをクリックすると、ダウンロードが開始されます。ファイルサイズは、約 5MB となっていますの
で、ダイアルアップ環境の場合は少し時間がかかります。 
 
図 4 AVG Free Editionの起動画面 
 インストールは、ダウンロードしたファイルを実行することによって開始されます。後は、画面に要
求される指示に従っていけばインストールが終了します。途中で、シリアルナンバーの入力ダイアロ
グボックスが現れますので、メールにて得たシリアルナンバーを入力します。このシリアルナンバー
がなければ、インストールを続行することが出来ませんので、必ず事前にシリアルナンバーの取得
を行ってください。インストール後に再起動が必要であり、再起動後、自動的にソフトウェアが起動
します（図４）。 
4. 各機能の紹介 
4.1. ウイルス定義ファイルのアップデート { PRIVATE "TYPE=PICT;ALT=AVG13.png 
(39466"} 
 AVG では、ウイルス情報を定義したパターンファイルをアップデートすることが出来ます。パター
ンファイルのアップデートを行うためには、インターネットを用いてアップデートを行う方法と Web 
ページからダウンロードしたファイルを用いてアップデートする方法があります。回線が高速な場合
はインターネットから直接パターンファイルのアップロードを行うほうが良いでしょう。逆にそれほど
高速でないのならばダウンロードソフトを用いて、パターンファイルをダウンロードしてからアップデ
ートしたほうが良いでしょう。 
 
図 5 AVG Control Centerの起動手順 
 パターンファイルをアップデートするためには、メニューバー上から「Service | Update」を選択し、
Update ダイアログボックスが開きます（図 5）。インターネットから直接パターンファイルのアップデ
ートを行う場合には、「From Internet」のボタンをクリックします。このボタンをクリックすることによっ
て、AVG の様々な設定を行うための AVG Control Center ダイアログボックスが開きます（図 6）。
ここでは、インターネットからのダウンロードを行うためのページが選択されています。 
 
図 6 AVG Control Center - Update Managerの画面 
 ここで「Update Now !」ボタンをクリックすると、ファイル・ダウンロードのダイアログボックスが開き、
パターンファイルのダウンロードが行われます。後は指示に従って進めば、パターンファイルのアッ
プデートが終了します。アップデート終了後に再起動を要求されますの、アップデートを有効にす
るためには再起動を実行してください。 
 コントロール・センターの画面が現れなかった場合は、メインの画面の後ろに隠れて起動している
場合がありますので、メインの画面を少しずらしてみましょう。また、AVG Control Centerではインタ
ーネットから自動アップデートのスケジュールが設定されていますので、最も適当だと思われる時
間・頻度を選択しておくと良いでしょう。 
4.2. メールソフトへの対応 
 AVG は Outlook と OutlookExpress のメールソフトには対応していて、メール受信時と送
信時にウイルスチェックを行ってくれます。現在のウイルスの大半はメールを介して感染
しますので、この点は非常に効果的な機能だといえます。 
  
図 7 Control Centerの起動手順 
 メールソフトに関する AVGの設定は、AVG Control Centerダイアログボックスによって
行うことが出来ます。このダイアログボックスを起動させるためには、メニューバー上の
「Program | AVG Control Center」を選択します（図 7）。AVG Control Centerが起動すると、
E-mail Scannerタブをクリックするとメールスキャン設定画面になります（図 8）。 
 
図 8 Control Center - E-mail Scannerの画面 
 図 8 で示される画面上の左側にあるチェックボックスは、メール受信時と送信時のメー
ルのチェックと証明を行います。右側のチェックボックスは Outlook Express 5の場合のチェ
ックボックスです。詳しい設定に関しては「Advanced Settings」をクリックします。AL-Mail
や Netscape Messanger等のその他のメールソフトには対応していませんので、メール送受信
時のウイルスチェックを行うことが出来ません。 
4.3. ウイルス・スキャン 
 最新のパターンファイルを用いて、すべてのファイルに対してウイルス・スキャンを行えば、PC の
安全性を確認することが出来ます。ウイルススキャンを行うためには、メイン画面上の「Run 
Complete Test」ボタンを押すだけです。スキャンが実行されると、以下のようなダイアログボックスが
表示されます（図 9）。 
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図 9 ウイルススキャン中の画面 
 ウイルス・チェックが終了すると以下のダイアログボックスが表示されます。ウイルスが発見されな
ければ、以下のような表示がされます（図 10）。 
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図 10 ウイルススキャンの結果画面 
 もちろん、この他にファイル単位やホルダー単位のウイルススキャンをすることも可能
です。 
5. 最後に 
 AVG はここまで述べてきたように、基本的なウイルス対策ソフトとしての機能が十分備わっていま
す。日本語ではないというデメリットは存在しますが、シマンテック社の Norton AntiVirus やトレンド
マイクロ社のウイルスバスターと十分比較できるソフトウェアです。今回説明した以外にも多くの機
能がありますので、お使いの PCにまだウイルス対策ソフトがインストールされていなければ、すぐに
でもインストールされることをお勧めします。是非、自分が使用している PC が危険にさらされること
なく、安全にコンピューターを楽しめるように願います。 
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